
字
問
を
知
'り
得
ら
れ
る
。

ノ
ト
ノ
タ
ニ

J
Z
ヤ
ツ
コ

能
等
国
造

詣
本
紀

附
進
本
紀
に
、『
能
等
閥
活
。
志
到
部
{
八
部
籾
御
肘
。

活
回
初
皇
子
大
入
来
命
孫
。
彦
狭
舟
命
。
定
賜
刷
透
。
』

と
あ
る
能
町
市
凶
は
、和
名
抄
に
市
山
剖
能
帝
都
に
散
り
、

凶
治
時
代
に
於
い
て
は
刑
制
咋
凶
と
航
ん
で
二
凶
中
の

一
で
あ
っ
た
。
志
到
高
穴
思
羽
は
成
初
夫
告
で
あ
る

が
、
こ
の
時
大
入
来
命
の
孫
彦
狭
血
問
主
を
閥
遣
と
し

た
と
い
ふ
は
艇
は
し
い
。
何
と
な
れ
ば
彦
狭
均
五
は
、

凶
滋
本
紀
に
『
上
宅
配
卸
凶
活
。
瑞
飯
羽
山
王
子
開
城
入

彦
命
町
田
彦
狭
応
命
。
初
治
中
東
方
十
二
附
お
封
。』と

あ
る
も
の
で
、
本
文
に
い
」
如
〈
大
入
来
命
の
孫
で

は
な
く
、
日
つ
上
毛
野
凶
遣
で
あ
っ
た
。
放
に
宙
開
附

把
に
『
大
入
杵
命
者
能
殺
隠
之
組
也
O
』
と
い
ふ
如

〈
、
能
等
凶
溢
に
な
っ
た
の
は
正
し
く
大
入
来
命

で
、
彦
狭
応
命
で
は
な
か
ら
う
o
H
つ
古

m砲
に
よ

れ
ば
、
大
入
杵
命
は
崇
耐
天
長
の
長
子
で
、
事
仁
天

阜
の
御
円ん
曲
別
で
あ
る
か
ら
、
成
務
天
識
の
時
代
ま
で

存
生
し
て
、
凶
迭
に
任
ぜ
ら
れ
給
う
た
と
も
忠
は
れ

な
い
。
さ
れ
ば
木
僚
は
、『
縦
向
珠
城
初
公
出
納
向
日

代
窃
〉
御
院
。
御
削
城
天
皇
皇
子
大
入
来
命
、
定
脇

凶
活
。
』
と
あ
る
べ
き
で
な
か
ら
う
か
o
H
M
守
邸
は
そ

の
諮
笛
郡
紀
直
日
に
論
じ
て
、
大
入
来
命
が
成
務
天

皇
の
時
に
凶
遣
に
な
り
給
う
た
と
す
れ
ば
、
銭
前
天

品
の
坐
子
で
は
な
く
、
附
進
本
紀
に
言
ふ
如
く
岳
仁

天
皇
の
皇
子
と
す
る
を
正
し
い
と
考
へ
て
、
古
郁
記

の
防
仰
を
排
し
、
日
つ
彦
狭
島
命
が
凶
遣
と
な
っ
た

こ
と
を
も
認
め
ず
し
て
、
本
文
を

『
志
賀
町
穴
磁
羽

御
附
。
活
回
天
皇
崇
子
大
入
来
命
。
定
賜
凶
造
。
』
と

修
正
し
よ
う
と
試
み
た
の
も
、
亦
一
見
識
で
あ
る
。

ノ
ト
ノ
コ
テ
シ

能
登
の
固
司

令
制
に
よ
る
と

闘
を
別
っ
て
大
凶
・
上
凶
・
中
閥
・下
闘
と
す
る
が
、

能
稜
は
中
凶
で
あ
っ
た
。
倒
衡
に
守
・介
・抜
・目
脅

，JE
r
 

久

米

脆

純

秦

八

千

陪

高
安
日
制
隣
自

一
人
が
殴
る
の
で
あ
る
が
、
中
凶
に
は
そ
の
介
が
な

か
っ
た
。
史
生
は
令
制
で
毎
凶
三
人
に
定
ま
っ
て
ゐ

た
が
、
製
武
天
皇
跡
地
五
年
に
申
凶
二
人
と
な
り
、

光
仁
天
誤
聞
は
租
十
年
に
中
凶
=
一
人
に
復
し
、
そ
の
後

銭
・岡
容
も
亦
増
し
た

o
m和
天
皇
点
制
七
年
三
且

十
九
日
に
、
能
資
の
凶
務
繁
多
に
し
て
宮
少
き
を
以

て
、
新
た
に
介
を
白
い
た
こ
と
は
顎
疑
三
代
初
に
見

え
る
。
但
し
能
管
の
巾
凶
た
る
こ
と
は
盗
の
通
り
で

あ
っ
た
。
次
い
で
翌
八
年
三
且
七
日
能
管
凶
の
介
に

公
瞬
間
分
を
給
し
、
公
脇
田

一
町
六
段

・
原
力
五
人

と
定
め
た
こ
と
も
阿
部
に
見
え
る
。
防
成
一
大
山
口
耳
元
殴

元
年
イ
二
且
刑

一
日
、
能
回
百
凶
に
始
め
て
験
非
涼
一伎

を
置
き
、
組
を
州
w，ひ
昭
却
を
執
ら
し
め
た
。
次
い
で
宇

多
天
出
先
平
六
年
八
且
一

日
、
能
町
宮
の
地
北
海
に
斗

出
し
て
外
冠
の
防
禦
悶
殺
な
る
を
以
て
、
史
生
二
良

を
停
め
て
同
時
仰
を
也
い
た
。
以
上
は
附
史
に
見
え
る

も
の
で
あ
る
。
嬰
武
天
皇
天
卒
中
か
ら
迩
任
の
員
外

宮
な
ど
が
で
き
て
、
同
司
の
制
が
漸
〈
弛
雌
し
た。

今
正
明
か
ら
吉
野
羽
に
草
る
川
聞
の
閥
司
で
、
文
献
に

掛
川
つ
て
ゐ
る
者
を
必
め
る
と
次
の
泊
り
で
あ
る
。

O
越
前
門
加
賀
・能
積
合
一
時
代
U

凶
司

高

志

村

君

守

和

銅

元

年

三

且

任

O
結
中
門
能
白
骨
R
A
n
-
時
代
〉
凶
司

大
伴

家

持

守

天

平

十

八

年

六

且

任

大

仲

抽

出

主

餓

天

平

十

八

年

八

且

見

引

訳

凶

壬

守

天

平

十
九
年
十
一

且
任

(
鮫
大
伴
家
持
抑
制
結
中
守

主
天
平
勝
賀
三
年
然
則
鈎

紀
お
茨
回
壬
以
此
年
任
問

問
守
者
可
疑
恋
敵
館
〉

天
平
二
十
年
三
且
見

天
平
二
十
年
四
且
見

天
平
中
見

大犬猿
目目

内
出
陣
総
麻
呂
介

担

問

石

竹

少

目

石

川

型

人

守

O
能
壱
凶
司

高

元

度

守

天

平

賀

字

四

年

正

且

任

上
毛
野

牛

獲

守

天

平

賀

{-T
五
年
十
周
任

村

凶

子

老

守

天

平

箆

字

八

年

八

且

任

平
田
肘
虫
瞬
呂
守
天
平
賀
字
入
年
九
且
任

佐
伯
契
泌
師
陣
呂
民
外
介
天
平
神
髄
二
詔
一
山
且
任

盟

野

尾

張

守

紳

殺

安

芸

元

年

七
且
任

石
川
人
麻
呂
右

前
耐
出
品
川
袋
三
年
六
且
任

弓

削

磁

隊

員

外
介
副
総
景
雲
三
年
」
ハ
且
任

桑
原
足
床
員
外
介
貧
組
元
年
六
且
任

多
治
山
名

氏

守

閣

H
泊
五
年
三
且
任

E
勢
馬
主
守
由
民
抱
一
均
年
九
且
任

矢

集

大

底

守

資

総

七

年

三

且

任

大

伴

綴

人

守

冊以組
十
年
九
且
任

上
虫

院

自

守

閣

H
縞
十
一
年
三
且
任

三

凶

際

見

守

延

郎

三

年

三

且

任

笠

却

宗

守

延

間

四

年

七

且

任

安

借

入

成

守

廷

闘

間

十

年

正
且
任

大
江
探
仲
{
寸
延
出
目
十
六
年
正
且
任

大

伴

長

城

殴

守

延

隠

二

十

四

年

九

且

任

藤

原

遊

離

守

弘

仁

元

年

七

且

任

国

同

前

良

王

守

承

和
六
年
正
且
任

坂

上

新

綴

椛

録

承

和

九
年
七
且
任

春

枝

王

守

承
和
十
年
正
且
任

備

容

成

守

刊

新

静

元

年

入

且

任

三

原

朝

宇

一

守

仁

臨時
元
年

E
E任

盟

弁

主

{

寸

湾

街

二

年

正
且
任

上
毛
野
側

主

守

貞

翻

元
年
正
且
任

揃

門

組

守

貞
糊
五
年
二
且
任

備

弟

房

守

貞

剛

山

中

ハ
年
正
且
任

天
平
勝
冊
以
元
年
五
且
見

天
平
紡
貸
元
年
五
且
見

天
平
勝
費
六
年
五
且
任

六
五
九

思

部

則

京

目

問

削

除

綱

椴

守

鈎

友

一

政

日

川

前

衆

的

介

鞍

部

凶

友

少

掠

紀

凶

任

少

総

藤

原

通

宗

守

高

隣

会

俊

守

高
臨
附
能
淫
守

文

室

能

雄

安

伯

尚

武

則
(
逝
名
綴

惟

良

前

向

時

間

直

宗

伸

枝

湖

日
下
郎
好
回
目

矢

銭

安

吉

際

政

邦

法

春

逝

列

樹

閉

山

忠

源

殴

物
部
安
朗
(

限
原
元
名

仲什

有

道

際
限

利

剛山

市

附

成

mo

訴

願

期

叫

俳

官
限
正
国
民

民

間

卿

川
前

提

辿

忌

部

今

武
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点
観
七
年
四
且
任

点
観
」
l

一
年

E
H任

点
政
十

一
年
正
且
任

元
凶
二
年
二
且
任

元
町
臨
六
年
正
且
見

仁
和
一冗
年
正
且
任

仁
和
-X
年
入
且
見

仁
和
元
年
十
周
見

呂
務
二
年
三
且
任

昌
務
三
年
正
且
任

日
泰
三
年
正
且
任

延
町田
元
年
正
月
任

廷
判
母
元
年
枚
見

延
事
二
十
一

日
平
入
且
任

天
隠
元
年
一
世
且
見

天川町
十
年
七
且
見

点
一苅
二
年
十
』
任

天
元
二
年
正
且
任

永
捌
元
年
見

長
徳
二
年
任

長
保
ご
年
任

克
弘
七
年
二
沼
任

長
久
二
年
任

寛
徳
元
年
秩
縄

開
比
徳
元
年
秋
任

天
町
田
二
年
二
用
任

康
平
六
年
任

治川
m
-苅
年
任

治
Mm
三
年
任

延
久
一
一
年
任

延
久
四
年
三
用
見

承
府
元
年
入
且
見

限
徳
二
年
任


